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一般的な口腔ケア方法

歯

歯垢
(細菌のバイオフィルム) 歯

除去された歯垢

まずは、ブラッシングを行う

汚染物の回収は、主に3つある

Rinse法
水を使用し洗浄する方法

Wipe法
ガーゼなどで拭き取る方法

歯垢を除去するために
ブラッシングを行う

除去された歯垢は、
回収する (以下：汚染物の回収)

＊通常はうがいも含まれますが、今回の研究対象は
「うがい」をできない人のため除外しています

うがい



気管挿管患者の口腔ケアの危険性
ブラッシング後に

Rinse法を選択した場合
（水を使用し洗浄する方法）

使用した水が、気管内へ
垂れ込む危険性があった

水を使用しない

Wipe法の選択が望ましいと考えた



ー過去に当院で行われた臨床研究ー

神経内科病棟に入院した
(非挿管)患者へのRinse法とWipe法の比較

Ikeda M, Matsuo K, et al: Effective elimination of contaminants after oral care in elderly institutionalized individuals Geriatric Nursing. 2014; 35: 295-299.
より引用一部改変

Rinse法 Wipe法は、ブラッ
シング後と比較して汚染物
除去後の細菌数は減少した

口腔内環境の異なる気管挿
管された患者に、この研究
を適応してもいいのか？

臨床疑
問

口腔ケア前 ブラッシング後 汚染物除去後
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臨床疑問
非挿管患者に行った、Rinse法とWipe法の検討を
気管挿管患者にそのまま適応してもよいのか？

• 気管挿管患者へのWipe法とRinse法による
汚染物の除去効果はあるのか？

• 気管挿管により口腔内の細菌数が増加してい
るのではないか？

本研究での検証内容



気管挿管患者へのWipe法とRinse法による 汚染物の除去効果はあるのか？

気管挿管患者へのWipe法とRinse法に
よる口腔内細菌数の変化

研究紹介 -研究対象者-
集中治療室で、経口気管挿管下に人工呼吸管理を行なった35名を対象
に、Wipe法とRinse法の汚染物除去効果について検討

挿管患者にWipe法
で口腔ケアを実施

抜管患者にWipe法で
口腔ケアを実施

ICU入室
挿管患者35名

ICU退室 4名

気管挿管継続 21名

抜管 10名

ICU退室 17名
抜管 4名

挿管患者にRinse法
で口腔ケアを実施 気管挿管により口腔内の細菌数が増加しているのではないか

気管挿管中と抜管後の口腔内
細菌数の変化(wipe法での比較)

臨床疑問

検証内容

臨床疑問

検証内容



細菌数の測定タイミング

細菌数測定 細菌数測定 細菌数測定ブラッシング

Rinse法

Wipe法

汚染物除去



研究結果 1
気管挿管患者へのWipe法とRinse法による汚染物の除去効果

口腔ケア前、ブラッシング後と比較して
Wipe法とRinse法における汚染物除去後
で口腔内細菌数の減少を認めた
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*略図です
詳細は論文を確認してください

口腔ケア前 ブラッシング後 汚染物除去後



研究結果 2
気管挿管中と抜管後の口腔内細菌数の変化

(wipe法での比較)

• 口腔ケア前、ブラッシング
後、汚染物除去後それぞれ
で抜管後は細菌数が少な
かった

• 口腔ケア前と比較して汚染
物除去後では、挿管中と抜
管後で口腔内細菌数は減少
していた口
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まとめ
気管挿管患者へのWipe法とRinse法による汚染物の除去効果

気管挿管中と抜管後の口腔内細菌数の変化(wipe法での比較)

• 口腔ケア前、ブラッシング後と比較してWipe法とRinse法における汚染物除去後で
口腔内細菌数の減少を認めた

• 気管挿管中に比べ抜管後の細菌数は少なかった
• 口腔ケア前と比較して汚染物除去後は、挿管中と抜管後で口腔内細菌数の減少を
認めた

結果から得られた我々の考え

気管挿管患者の口腔ケアは
Wipe法の選択が安全である可能性がある

結果から得られた我々の考え

気管挿管により口腔内細菌数が増えるため、
改めて口腔ケアの重要性が示された



研究結果が院内の口腔ケアを変えた！

研究結果から、現在の院内の口腔ケアは
Wipe法が標準的なケアとなっている


